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５月より園庭工事が始まります。５月１日

（月）の降園後から園庭では遊べません。ご理
解とご協力をお願いします。 

 

 ５月 27 日（土）に春の整備作業がありま

す。保護者役員（にじ組）ほし・くま・りす組

の保護者の皆様はご協力をお願いします。時間

は 7：30～9：00 です。整備作業内容や持ち

物などの詳細は後日お知らせします。 

 

先日は、「はじめましての会」に
たくさんの方に参加していただき
ありがとうございました。子ども
たちは保護者の方と一緒でとても
嬉しそうでしたね。親子での姿、
とても微笑ましかったです。 

 

 
日 曜 予 定 及 び バ ス 園 外 ぽけっとサン（月・水・金） 

８ 月  わらべうたベビーマッサージ 

9 火 にじ組：バス園外 お休み 

10 水 
ほし組：親子遠足 
にじ組：よさこい 

支援室で遊ぼう（身体計測） 

12 金 
つき組：バス園外 
布団持ち帰り 

ミュージックケア 

15 月 にじ組：九谷焼絵付け わらべうたベビーマッサージ 

16 火 内科検診（9：30～） お休み 

17 水  支援室で遊ぼう 

18 木 にじ組：クーバー・コーチング お休み 

19 金 ほし組：バス園外 リトミック遊び 

22 月  わらべうたベビーマッサージ 

23 火 にじ組：お茶教室 お休み 

24 水 にじ組：よさこい 支援室で遊ぼう 

25 木 らいおん・くま組 2 歳児：バス園外 お休み 

26 金 布団・園庭ズック・着替え箱持ち帰り 誕生会 （身体計測） 

27 土 春の整備作業（にじ・ほし・くま・りす組保護者） お休み 

29 月  わらべうたベビーマッサージ 

30 火 にじ組：バス園外 お休み 

31 水  支援室で遊ぼう 
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教育及び教育保育理念「善隣のこころ」 
いつでも どこでも そしてだれにでも われ等 善き隣人たらん 

教育及び教育保育方針 

「三つのゼン」安全・自然・積善 

安全への心くばりを 

すべての子どもが「安全」にすごせる心配りを行います 

自然に学ぶこころを 

すべての子どもに「自然」の大切さを気づかせていきます 

積善への意識づけを  

すべての子どもの「積善」への努力を認めていきます 

教育及び教育保育目標 
「げんきなからだ」「やさしいこころ」「がんばるちから」 

 

暖かい日があったかと思うと、急に肌寒い日

が続き体調を崩すお子さんがいて心配いたしま

したが、「はじめましての会」はお天気にも恵ま

れ沢山の保護者の方にご参加いただき開催する

ことができました。ありがとうございました。 

大急ぎで保護者会と職員による「おおきなかぶ」

の寸劇を行いました。短い時間ではありました

が、劇に参加いただいている役員さんと劇を見

ている保護者の皆様の優しいまなざしに包まれ

た、とても温かく楽しい時間だったと感じまし

た。このようにお集まりいただき お顔を合わ

せ園生活をスタートできましたこと、保護者皆

様のご理解に心から感謝いたします。 

さて、来週からゴールデンウイークに入りま

す。病気や怪我に十分気をつけゆったりとお過

ごしください。   （園 長  森  都） 

 

春の整備作業について 

 ５月より年長組は松陽地区体育館でサ

ッカー教室の「クーバー・コーチング」に

参加します。クーバー・コーチングから数

名のコーチに来ていただき、サッカーを

教わります。サッカーを通して体を動か

す楽しさを実感してほしいと思います。 

 

クーバー・コーチング

が始まります 

地域とのつながりを大切にしています 
 先日、大領中町の子ども獅子が園にやってきました。コロ

ナ禍で見る機会が減っていたお獅子の登場に子どもたちは

どうしたら良いかわからない表情。獅子舞が始まると怖さが

ありながらも真剣に見ていました。 

 ４月半ばには以上児組の恒例となった竹本さんとのじゃ

がいもの種芋植えをしました。畑の整地や種芋の準備、植え

方等全て行って下さいます。子どもたちは丁寧に土をかぶせ

ていました。 

 地域の人や行事などの関わりを通して、地域の温かさや親

しみを感じられる体験ができるようにしていきたいです。 

子どもの発見、興味に寄り添う 
 ４月、２歳児の園外保育に出かけた時のことです。２歳

児になって初めてのバスにウキウキの子どもたち。園外先

の木場潟公園に着き、子どもたちは思い思いの場所へ。地

面にしゃがみ込んで頭を寄せ合って虫を捕まえようとし

たり、花を摘んだりして楽しんでいました。保育者が子ど

もたちの側へ行くと必ず「先生見て！」と両手いっぱいの

花やダンゴムシを見せてくれます。そんな時は「わぁきれ

いやね」「どこにいたの？」等と声をかけ、子どもの発見

を一緒に喜んだり、驚いたり、不思議がったりすることを

大切にしています。この時期の子どもたちは大人が一緒に

興味をもって関わっていくことがとても大切です。 

 

虫を捕まえようと真剣です 

～降園後の園庭遊びについて～ 
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